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大会名

年 月 日

7 23

チーム名 2 － 1 チーム名

0 － 1 ）

2 － 0 ）

M23 － M24
91 － 95

NO 先発 Ｇ Ｙ Ｒ NO 先発 Ｇ Ｙ Ｒ

1 6 1 ✓

2 6 2 ✓

3 5 3 9

4 ✓ 4 ✓

5 6 5 ✓

6 ✓ 6 ✓

7 ✓ 7 ✓

8 ✓ 8 ✓

9 ✓ 9 ✓

10 ✓ 10 ✓

11 ✓ 11 10

12 ✓ 12 ✓

13 ✓ 13 16

14 ✓ 14 ✓

15 ✓ 15 19

16 11 16

17 6 17

18 31 18 44

チャレンジ権の行使  （成功○、失敗×を記入） チャレンジ権の行使  （成功○、失敗×を記入）

〇 63

× 〇
特記事項

神戸　勝 中尾　年博

アンパイア 近藤　聡史 アンパイア 戸塚　洋介

サジェスチョンＵＰ 藤村　利道 サジェスチョンＵＰ 渡邊　道彦

ジャッジ 妹背　修治 リザーブアンパイア 藤原　信幸

ジャッジ 坂本　倫嗣 Ｔ．Ｏ． 松下　正寿

時間 № 種 時間 № 種 時間 № 種

名古屋フラーテルホッケーチーム27 9 FG 0 1

箕島ホッケークラブ 53 14 PC 1 1

56 9 FG 2 1名古屋フラーテルホッケーチーム

ﾁｰﾑ ｽｺｱ

箕島ホッケークラブ

名古屋フラーテルホッケーチーム

判定 判定

監 督 監 督

ﾁｰﾑ ｽｺｱ ﾁｰﾑ ｽｺｱ

23 柳本　主貴 22 巽　一洋

時間 時間

21 竹中　康悦 18 川村　明弘

22 大門　美生 20 中尾　年博

17 橘　敏郎 16 大西　春輝

19 高瀬　克也 17 栗山　量

14 長澤　克好 13 坂本　博紀

16 畠山　学 15 蜂谷　俊幸

12 吉原　平太 11 北村　貴之

13 山下　学 12 渡邊　宏樹

10 山部　晃嗣 8 西川　尚裕

11 川上　啓 9 田中　健太

8 塩川　直人 6 谷口　直哉

9 藤本　一平 7 江川　佑樹

4 小野　知則 4 佐々木　康介

6 河内　伸仁 5 小澤　浩平

2 川上　良平 2 戸田　和孝

3 粥川　幸司 3 佐々木　健

氏 名

1 中山　康大 1 清水　大貴

背番号 氏 名 背番号

試　合

名古屋フラーテルホッケーチーム
（前半

箕島ホッケークラブ
（後半

延　長

26 男子決勝戦 H26 11:15 紀美野町総合グランド ﾛﾝｸﾞﾀｰﾌ

公 式 試 合 記 録（18人用）

2014全日本社会人ホッケー選手権大会

試合番号 備　考 　時　間 場　所 ピッチ



【戦　　評】 7/23試合番号 26 決勝
ＶＳ

　　

　　

必死の守りからカウンター攻撃を仕掛ける。試合が動いたのは、前半27分。箕島5番小澤から9番田中に超ロン

名古屋ﾌﾗｰﾃﾙﾎｯｹｰﾁｰﾑ 箕島ホッケークラブ

3年連続同じ顔合わせとなった全日本社会人ホッケー選手権大会決勝は、名古屋のセンターパスにより試合が

開始された。序盤から両者一歩も譲らない戦いをしていたが、徐々に名古屋の攻撃が目立つようになる。

名古屋は20分・24分・26分と立て続けにＰＣを獲得するが、得点に結びつけることができない。対する箕島は

グパス。この攻撃に名古屋は対応することができず、9番田中が見事に少ないチャンスをものにする。前半は

箕島がこの1点を守りきり、1対0として箕島リードで前半を終えた。

後半に入り、両者とも一歩も譲らない戦いを繰り広げる。そんな中17分名古屋はＰＣを獲得。これを14番長澤

が決め名古屋が同点に追いつく。20分には名古屋がリバウンドから9番藤本がバックシュートで決め2対1と逆

転に成功する。追いつきたい箕島は後半残り5分。キーパーを下げパワープレイで攻撃を仕掛けるが、名古屋

のゴールをこじ開けることができず試合終了。箕島は3度目の正直とはならず名古屋が逆転優勝を勝ち取った。


